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令
和
６
年
度
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

全
農
長
野
県
本
部
　
県
本
部
長
　
長
谷
川  

孝
治

　

花
々
の
便
り
が
届
く
季
節
と
な
り
、

春
の
訪
れ
と
と
も
に
農
作
業
が
本
格
化

す
る
な
か
、
長
野
県
本
部
の
令
和
６
年

度
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
職
員
一
同
、
新
た
な
気
持
ち

で
総
合
経
済
事
業
を
通
じ
、
組
合
員
・

Ｊ
Ａ
の
負
託
に
応
え
、
営
農
と
生
活
向

上
へ
の
貢
献
と
、
Ｊ
Ａ
営
農
経
済
事
業

の
発
展
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
長
野
県
本
部
の
令
和
５
年
度

決
算
は
、
供
給
販
売
高
で
計
画
比
99
％

と
な
る
２
，
６
７
１
億
円
を
見
込
ん
で

お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
春
先
の
度
重
な
る
低
温
に
よ

り
県
内
各
地
で
凍
霜
害
が
発
生
し
果
樹

を
中
心
に
生
産
量
・
品
質
に
影
響
を
与
え
、

全
県
被
害
額
は
23
億
３
，
２
０
０
万
円

に
上
る
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
７
月
～
９
月
の
月
平
均
気
温
は
３

カ
月
連
続
し
て
統
計
史
上
最
高
値
を
記

録
し
「
最
も
暑
い
夏
」
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
影
響
は
、
米
の
等
級
比
率
、
生
乳

生
産
量
、
果
物
の
変
色
・
落
下
な
ど
様
々

な
品
目
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
「
５

類
感
染
症
」
に
な
り
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」

か
ら
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」
へ
の
転
換

が
図
ら
れ
人
流
や
経
済
活
動
に
変
化
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
軍
事

侵
攻
の
長
期
化
や
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ

ス
チ
ナ
情
勢
な
ど
地
政
学
的
リ
ス
ク
等

に
よ
り
、
大
幅
な
円
安
、
原
油
価
格
の

高
騰
が
続
き
、
国
内
消
費
者
物
価
指
数

が
41
年
ぶ
り
の
高
水
準
と
な
る
な
ど
イ

ン
フ
レ
の
影
響
に
よ
り
農
畜
産
物
の
営

農
継
続
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
変
厳
し
い
事
業
環
境

の
中
、
会
員
Ｊ
Ａ
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
事
業
結
集
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
我
が
国

の
食
料
自
給
率
が
先
進
国
の
中
で
も
最

低
水
準
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
食
料
安
全

保
障
の
確
立
」「
自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク

ル
の
構
築
」「
人
材
の
確
保
・
育
成
」
の

取
り
組
み
を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

の
見
直
し
に
お
い
て
は
、「
再
生
産
に
配

慮
し
た
適
正
な
価
格
形
成
の
仕
組
み
の

具
体
化
」「
農
業
の
持
続
的
な
発
展
」
を

掲
げ
、
農
業
者
が
将
来
に
希
望
を
持
て

る
政
策
・
対
策
を
強
く
訴
え
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
長
野
県
本

部
の
令
和
６
年
度
事
業
計
画
供
給
販
売

高
は
、
２
，
７
０
６
億
円
と
い
た
し
ま

し
た
。
本
年
度
は
「
長
野
県
本
部
中
期

事
業
計
画
（
令
和
４
～
６
年
度
）」
の
最

終
年
度
と
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
お
よ
び
関

係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
農

業
所
得
向
上
に
向
け
た
機
能
発
揮
に
努

め
る
と
と
も
に
、
本
計
画
の
確
実
な
実

践
に
よ
り
会
員
Ｊ
Ａ
の
負
託
に
応
え
て

参
り
ま
す
。

　

特
に
持
続
的
な
農
業
生
産
基
盤
づ
く

り
に
よ
る
農
業
生
産
量
の
維
持
拡
大
や

Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト

農
業
の
普
及
、
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト

低
減
に
よ
る
農
家
組
合
員
の
手
取
り
最

大
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
事
業
に
お

け
る
Ｄ
Ｘ
化
も
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
担
い
手
対
策
や
Ｊ
Ａ
経
済
事

業
の
活
性
化
な
ど
、
活
気
あ
る
地
域
社

会
づ
く
り
に
つ
な
が
る
事
業
を
展
開
し
、

令
和
６
年
度
事
業
計
画
達
成
に
向
け
て

職
員
一
同
粘
り
強
く
努
力
し
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、
会
員
Ｊ
Ａ
の
皆
様
の
ま

す
ま
す
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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令
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４
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
果
実
花
き
課
は
、
2
月
14

日
㈬
に
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
大
田
市
場
で
、

16
日
㈮
に
大
阪
市
の
㈱
な
に
わ
花
い
ち
ば
で
、

花
き
の
商
談
会
「
信
州
フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
ー
ド

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
毎
年
春
先
に
、

県
内
Ｊ
Ａ
と
卸
売
会
社
・
実
需
者
が
今
年
の

出
荷
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た
取
引
に
つ
い
て
打

ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
Ｗ

Ｅ
Ｂ
開
催
を
挟
み
今
年
は
４
年
ぶ
り
、
通
算

１８
回
目
の
実
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

商
談
会
で
は
、
定
期
的
な
予
約
取
引
や

フ
ェ
ア
な
ど
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
コ
ロ
ナ

禍
で
変
化
し
た
需
要
や
売
り
場
の
様
子
、
県

内
産
地
で
の
生
産
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
阪
会
場
で
は
㈱
な
に

わ
花
い
ち
ば
主
催
の
「
な
に
わ
花
ま
つ
り
」

と
同
時
開
催
し
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
と
し
て
こ
の

時
期
の
出
荷
物
を
並
べ
た
展
示
ブ
ー
ス
も
設

置
し
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
で
は
出
荷
物
の
説
明

な
ど
を
し
て
買
参
人
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

国
内
の
花
き
生
産
は
、
高
齢
化
な
ど
の
影

響
を
受
け
て
年
２
～
３
％
ず
つ
減
少
傾
向
に

あ
り
、
長
野
県
内
も
全
体
的
に
は
同
様
の
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
円
安
な

が
ら
も
一
定
量
の
花
き
が
輸
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
商
談
会
を
と
お
し
て
、
全
農
長

野
は
生
産
（
Ｊ
Ａ
）
と
消
費
（
卸
売
会
社
・

実
需
者
）
の
懸
け
橋
と
な
る
調
整
役
と
し
て
、

再
生
産
価
格
で
安
定
的
な
花
き
販
売
を
め
ざ

す
取
り
組
み
を
継
続
す
る
重
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
今
後
は
、
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け

と
し
た
個
人
消

費
な
ど
の
需
要

の
広
が
り
を

チ
ャ
ン
ス
と
し

て
維
持
し
、
長

野
県
産
の
生
産

量
減
少
に
少
し

で
も
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、

未
来
の
担
い
手

を
育
成
す
る
花

育
な
ど
の
活
動

も
企
画
し
て
い

き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

花
き
の
商
談
会
「
信
州
フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
」
を

東
京
・
大
阪
で
開
催

商談会をするＪＡ担当者と市場関係者

なにわ花まつりの展示ブース
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■
建
築

　

農
機
整
備
セ
ン
タ
ー
や
長
野
県

Ｊ
Ａ
で
初
と
な
る
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
の
建
設
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
内
の
洗
車
場
等
の
付
帯
施
設
の

整
備
等
、
多
岐
に
わ
た
る
Ｊ
Ａ
の

施
設
建
設
・
改
修
・
整
備
に
つ
い

て
、
相
談
か
ら
設
計
・
業
者
選
定
・

発
注
事
務
・
工
事
監
理
を
一
貫
し

て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

㈱
長
野
県
協
同
電
算
の
新
社
屋
に

つ
い
て
も
設
計
・
監
理
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
後
も
新
規
物
件
は
勿
論
、
既

存
施
設
の
改
修
等
有
効
活
用
に
つ

な
が
る
提
案
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

令
和
５
年
度　

生
産
購
買
部 

施
設
住
宅
課
の
取
組
み

施設住宅課

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
施
設
住
宅
課
は
、
施
主
代
行
を
基
本
と
し
て
一
級
建
築
士
事
務
所
に
よ
る
専

門
性
を
発
揮
し
、
事
務
所
な
ど
の
一
般
建
築
か
ら
農
業
施
設
ま
で
幅
広
い
施
設
の
設
計
・
監
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
農
業
施
設
の
高
度
化
・
再
編
へ
の
対
応

並
び
に
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
住
環
境
改
善
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

㈱長野県協同電算（仮称）新社屋建設工事

ＪＡ信州うえだ　コインランドリー建設工事

ＪＡ長野八ヶ岳　農機センター建設工事 ＪＡ信州諏訪　玉川給油所洗車場土間工事
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■
農
業
施
設

　

系
統
組
織
と
し
て
長
年
培
っ
て
き
た
農
業

施
設
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
施
設
の
高
度

化
・
効
率
化
、環
境
に
配
慮
し
た
提
案
を
行
っ

て
い
ま
す
。
国
の
補
助
事
業
に
よ
る
選
果
貯

蔵
施
設
や
米
穀
施
設
等
の
大
型
農
業
施
設
建

設
で
は
計
画
か
ら
建
設
、
プ
ラ
ン
ト
設
備
工

事
ま
で
一
貫
し
て
行
い
、
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な

り
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
既
存
施
設

で
は
集
出
荷
場
・
冷
蔵
庫
の
選
果
貯
蔵
施
設

か
ら
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
米
穀
施
設
ま
で
様
々
な
施

設
の
改
修
や
機
器
更
新
に
よ
り
、
施
設
の
高

度
化
・
効
率
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
住
宅
事
業

　

Ｊ
Ａ
と
の
一

体
事
業
と
し
て
、

組
合
員
の
土
地

活
用
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
化
に

配
慮
し
た
リ

フ
ォ
ー
ム
や
、

建
物
保
全
に
係

る
白
蟻
防
除
等

の
住
宅
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
ま
と
め

　

施
設
住
宅
課
で
は
「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
削
減
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、Ｊ
Ａ
・

地
域
組
合
員
の
皆
様
の
ご
要
望
に
沿
っ
た
施

設
づ
く
り
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

ＪＡ佐久浅間株式会社アメック　長土呂（十二）分譲宅地造成工事

ＪＡ長野八ヶ岳　御所平集出荷場建設工事

ＪＡ上伊那　南部カントリーエレベーター建設工事
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Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
指
導
者
会
議
花
き
専
門
部
会
は
、
2
月
1
日
㈭
と
2
日
㈮
の
両
日
、

県
民
文
化
会
館
と
Ｊ
Ａ
な
が
の
管
内
で
全
体
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
を
し
て
い
た
た
め
、
今
回
は
久
々
に
顔
を
合
わ
せ
て
の
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

初
日
は
、
県
内
４
地
区
よ
り
1
名
ず
つ
、
今
年
度
の
事

例
・
研
究
発
表
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
地
区
に
お
け
る
生
産
振

興
策
や
技
術
指
導
と
販
売
と
の
連
携
策
、
近
年
の
猛
暑
に

対
す
る
細
霧
冷
房
に
よ
る
暑
さ
対
策
、
新
た
に
取
り
組
ん

で
い
る
栽
培
品
目
・
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
4
名
の
営
農

技
術
員
が
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
果

実
花
き
課
の
平
谷
敏
彦
技
術
審
議
役
が
講
師
と
し
て
登
壇

し
、
暑
さ
対
策
の
技
術
的
な
理
論
と
事
例
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、
同
課
の
吉
澤
栄
二
専
門
役
を
講
師
に
、
長
野

県
花
き
事
業
に
お
け
る
取
扱
高
の
推
移
や
課
題
を
確
認
し
、

営
農
技
術
員
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
や
役
割
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
、
参
加
者
の
意
識
統
一
を
促
し
ま
し
た
。
ま
と

め
と
し
て
、
参
加
者
全
員
が
今
年
の
取
り
組
み
目
標
を
発

表
し
、
花
き
の
系
統
共
販
事
業
に
お
い
て
は
、
営
農
技
術

員
の
果
た
す
役
目
は
大
き
く
、
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

2
日
目
の
Ｊ
Ａ
な
が
の 

み
ゆ
き
ブ
ロ
ッ
ク
管
内
の
圃

場
視
察
で
は
、
ス
ズ
ラ
ン
や
ム
ス
カ
リ
な
ど
の
球
根
類
や

ナ
ル
コ
ラ
ン
の
栽
培
状
況
や
管
理
方
法
な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
に
マ
ス
ク
や
医

療
用
手
袋
な
ど
の
衛
生
物
品
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
長
野
市
の
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
で
３
月
４

日
㈪
に
贈
呈
式
を
開
き
、
全
農
長
野
の
髙
木
昭
彦
副
本
部
長
が
厚
生
連
の
洞
和
彦
理
事
長

に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
寄
贈
し
た
衛
生
物
品
は
マ
ス
ク
9
万
枚
、
医
療
用
手
袋

10
万
5
千
枚
、
防
護
服
1
万
枚
、
医
療
用
除
菌
ク
ロ
ス
1
万
4
，
4
0
0
枚
。

　

衛
生
物
品
の
寄
贈
は
コ
ロ
ナ
禍
の
2
0
2
1
年
か
ら
始
め
て
４
年
目
で
、
2
0
2
0
年

ま
で
の
11
年
間
は
福
祉
車
両
を
寄
贈
し
て
い
ま
し
た
。

　

髙
木
副
本
部
長
は
「
1
月
1
日
の
能
登
半
島
地
震
で
は
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
派
遣
し
、
先
頭
に

立
っ
て
命
を
救
う
役
割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
続
い
て
い
る
中
で
地
域

医
療
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
活
動

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
洞
理
事
長
は
「
衛
生
物
品
は
有
事
の
た
め
の

備
蓄
も
必
要
で
す
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
か
ら
の
温
か
い
心
遣
い
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
し
ま
し
た
。

　

衛
生
物
品
は
、
県
内
の
10
の
医
療
機
関
に
届

け
ら
れ
ま
す
。

【
寄
贈
先
】

　

佐
久
総
合
病
院
、
浅
間
南
麓
こ
も
ろ
医
療
セ

ン
タ
ー
、
北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
あ
づ
み

病
院
、
長
野
松
代
総
合
病
院
、
北
信
総
合
病
院
、

鹿
教
湯
三
才
山
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
、
南
長
野
医
療
セ
ン
タ
ー
篠
ノ
井
総
合
病

院
、
南
長
野
医
療
セ
ン
タ
ー
新
町
病
院
、
富
士

見
高
原
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
富
士
見
高
原
病

院
、
下
伊
那
厚
生
病
院

Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
指
導
者
会
議

花
き
専
門
部
会　

全
体
研
修
会

厚
生
連
に
マ
ス
ク
や

医
療
用
手
袋
な
ど
寄
贈

栽培状況を確認する参加者

洞理事長に目録を手渡す髙木副本部長（右）

JAながの　生産者から説明
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果
実
花
き
課

総
務
広
報
課



　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
活
課
は
3
月
7
日
㈭
、

Ｊ
Ａ
全
農
の
通
販
サ
イ
ト「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」

の
長
野
県
シ
ョ
ッ
プ
「
全
農
長
野　

僕
ら

は
お
い
し
い
応
援
団
」
の
出
店
者
会
議
を

開
き
、
令
和
5
年
度
の
販
売
実
績
や
消
費

者
動
向
、
令
和
6
年
度
の
活
動
方
針
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
で
参
集
型
会
議
は
中
止
し
て
い
ま
し

た
が
4
年
ぶ
り
に
開
き
、
出
店
者
27
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
に
は
、
全
国
か
ら
約

1
2
0
シ
ョ
ッ
プ
が
出
店
し
て
お
り
、「
全

農
長
野　

僕
ら
は
お
い
し
い
応
援
団
」

シ
ョ
ッ
プ
の
店
舗
数
は
73
店
舗
（
令
和
6

年
1
月
末
時
点
）。
令
和
5
年
4
月
か
ら

令
和
6
年
1
月
の
取
扱
金
額
は
2
億
3
，

7
0
8
万
円
（
全
国
シ
ェ
ア
8
・
2
%
）、
販

売
数
は
4
万
4
，
4
1
4
個
（
全
国
シ
ェ

ア
5
・
7
%
）。
7
月
か
ら
10
月
の
取
扱
金

額
は
全
国
1
位
、
11
月
と
12
月
は
全
国
2

位
で
し
た
。
例
年
人
気
が
あ
る
シ
ナ
ノ
ス

イ
ー
ト
、
サ
ン
ふ
じ
、
ア
ン
ズ
、
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
モ
モ
、
ス
イ
カ
、
市
田

柿
の
ほ
か
、
新
聞
へ
露
出
が
あ
っ
た
南
水

の
販
売
が
好
調
で
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
タ

ウ
ン
全
体
で
行
わ
れ
た
10
月
か
ら
11
月
注

文
分
が
対
象
の
「
国
産
国
消
（
お
客
様
の

送
料
負
担
な
し
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
後

押
し
と
な
り
、
12
月
発
送
の
予
約
商
品
も

好
調
で
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
部

の
担
当
者
は
「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
は
競
合
他
社

と
比
較
す
る
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
よ
り
パ

ソ
コ
ン
か
ら
の
受
注
比
率
が
約
40
%
と
高

い
。こ
れ
は
商
品
画
像
、コ
メ
ン
ト
を
じ
っ

く
り
吟
味
し
て
か
ら
購
入
さ
れ
る
傾
向
が

強
い
か
ら
で
は
な
い
か
」
と
の
見
解
で
し

た
。
ま
た
、「
購
入
商
品
の
50
%
を
果
物

が
占
め
、
上
位
等
級
・
サ
イ
ズ
、
希
少
価

値
の
あ
る
品
か
ら
売
れ
て
い
く
傾
向
・
特

徴
が
あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。
全
農
長
野

生
活
課
の
担
当
者
は
「
購
入
者
の
レ

ビ
ュ
ー
（
口
コ
ミ
）
が
多
く
投
稿
さ
れ
、

高
評
価
と
な
っ
た
商
品
が
売
れ
る
傾
向
に

あ
る
。
新
規
出
品
時
は
、
特
に
品
質
に
配

慮
す
る
こ
と
が
そ
の
後
の
売
れ
行
き
に
つ

な
が
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
「
全
農
長
野　

僕
ら
は
お

い
し
い
応
援
団
」
は
、
こ
れ
ま
で
生
産
販

売
部
が
所
管
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
5

年
度
か
ら
生
活
課
の
所
管
に
な
り
ま
し
た
。

生
活
課
は
令
和
3
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
「
ら
く
Ｊ
Ａ
ん
お
届
け
便
」

を
運
営
し
て
お
り
、
全
農
長
野
の
e
コ

マ
ー
ス
事
業
を
生
活
課
に
集
め
、組
合
員
・

利
用
者
目
線
で
の
商
品
展
開
に
よ
る
支
持

の
拡
大
、
業
務
の
効
率
化
、
相
乗
効
果
を

期
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
課
は
、
今
年
度
は
部
署
移
管
後
の

安
定
稼
働
を
目
標
と
し
て
運
営
し
て
き
ま

し
た
が
、
6
年
度
は
出
店
者
・
生
産
者
へ

の
出
品
促
進
・
推
進
対
応
を
強
化
す
べ
く
、

営
業
体
制
を
見
直
し
、
さ
ら
な
る
事
業
拡

大
を
図

り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
、
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
に

練
習
用
ミ
ニ
ゴ
ー
ル
10
台
を
贈
呈
し
ま
し

た
。（
＝
表
紙
右
下
）

　

3
月
20
日
（
水
・
祝
）
の
試
合
で
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
全
農
長
野
の
名
前
が
入
っ

た
ミ
ニ
ゴ
ー
ル
を
前
に
、
長
谷
川
本
部
長

付
と
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
神
田
文
之
社
長
が

固
く
握
手
し
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
ゴ
ー
ル
の
贈
呈
は
昨
年
に
続
き
2

回
目
。
過
去
は
練
習
用
ボ
ー
ル
、
ベ
ン
チ

コ
ー
ト
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
ゴ
ー
ル
は
、
ク
ラ
ブ
の
練
習
場
所

で
あ
る
松
本
市
か
り
が
ね
サ
ッ
カ
ー
場
な

ど
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
に

ミ
ニ
ゴ
ー
ル
を
贈
呈

Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン「
全
農
長
野　

僕
ら
は
お
い
し
い
応
援
団
」

出
店
者
会
議
を
開
催

１－０で勝利し、安藤選手にMVP賞を贈る長谷川本部長付（左）

©松本山雅FC

6

A-Reports

生
活
課

総
務
広
報
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
産
販
売
部
は
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
の
食
堂
「
し
な
の
木
」
に
定

期
的
に
青
果
物
を
提
供
し
、
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
月
は
畜

産
酪
農
部
が
提
供
し
た
牛
肉
と
と
も
に
「
地
産
地
消
ラ
ン
チ
」
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

２
月
21
日
㈬
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、野
菜
き
の
こ
課
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
提
案
し
た「
き

の
こ
と
牛
肉
の
甘
辛
混
ぜ
ご
飯
」
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
き
の
こ
と
牛
肉
の
甘
辛
丼
」。

生
産
販
売
部
か
ら
え
の
き
た
け
、
ぶ
な
し
め
じ
、
エ
リ
ン
ギ
、
畜
産
酪
農
部
か
ら
信

州
ア
ル
プ
ス
牛
を
提
供
し
ま
し
た
。
定
食
2
種
類
と
カ
レ
ー
や
麺
類
が
あ
る
中
で
、

こ
の
日
の
利
用
者
の
う
ち
60
%
か
ら
「
き
の
こ
と
牛
肉
の
甘
辛
丼
」
定
食
の
注
文
が

あ
り
、「
き
の
こ
の
歯
ご
た
え
が
い
い
」「
牛
肉
が
柔
ら
か
い
」
と
大
変
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
利
用
者
全
員
に
牛
乳
を
サ
ー
ビ
ス
し
ま
し
た
。　

不
安
定
な
国
際
情
勢
や

異
常
気
象
な
ど
が
、
私
た
ち

の
食
に
大
き
な
不
安
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
安
全
安

心
で
お
い
し
い
農
畜
産
物

が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
、
私

た
ち
の
食
が
豊
か
に
な
っ

て
い
く
た
め
に
、
全
農
長
野

は
「
み
ん
な
で
食
べ
て
応

援
」
す
る
よ
う
、
ご
家
庭
で

の
地
産
地
消
を
呼
び
掛
け

て
参
り
ま
す
。

　

長
野
県
Ａ
・
コ
ー
プ
県
内
29
店
舗
で
は
、
長
野
米
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
「
新
生
活
応
援　

長
野
米
を
全
国
に
贈
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
催
中
で
す
。
㈱
長
野
県
Ａ
・
コ
ー
プ
、
Ｊ
Ａ

全
農
長
野
、
㈱
マ
イ
パ
ー
ル
長
野
の
共
同
企
画
で
、
秋
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
続
い
て
第
２
弾
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、「
長
野
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
セ
レ
ク
ト
」
と
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
風

さ
や
か
」
の
食
べ
比
べ
セ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
し
た
長
野
県
の
お
い
し
い
お
米
を
、
県
外
に
暮
ら

す
大
切
な
方
に
贈
る
こ
と
が
で
き
る
企
画
で
す
。
4
月
1
日
㈪
～
5
月
31
日
㈮
の
期
間
中
、Ａ
・

コ
ー
プ
各
店
の
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

食
べ
比
べ
セ
ッ
ト
で
様
々
な
長
野
米
の
お
い
し
さ
が
味
わ
え
ま
す
。
長
野
県
か
ら
心
を
込
め

て
、
県
外
の
ご
家
族
、
ご
親
戚
、
ご
友
人
に
長
野
米
を
贈
り
、
元
気
と
笑
顔
を
届
け
ま
し
ょ
う
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
詳
細
は
、
長
野

県
Ａ
・
コ
ー
プ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
お
近
く
の
店

舗
の
サ
ー
ビ
ス
カ

ウ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
～
大
切
な
人

に
長
野
米
を
贈
り

ま
せ
ん
か
～

Ｊ
Ａ
ビ
ル
食
堂
で
地
産
地
消
ラ
ン
チ

長
野
米
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
新
生
活
応
援　

長
野
米
を
全
国
に

贈
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」開
催
中

きのこと牛肉の甘辛丼。味噌汁の大粒なめこも提供

令和６年度 機構・分掌・要員について
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生
産
販
売
部
・
畜
産
酪
農
部

米
穀
課
・
㈱
マ
イ
パ
ー
ル
長
野



Ⅰ
．
基
本
的
な
考
え
方

１�
．
今
次
中
期
3
か
年
計
画
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ａ
・
県
域
お
よ

び
子
会
社
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
し
、
各
部
門
の
事
業
競

争
力
強
化
を
更
に
す
す
め
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
営
農
経
済

事
業
の
収
支
改
善
お
よ
び
農
業
所
得
の
増
大
と
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
む
。

２�

．
特
に
中
期
3
か
年
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、
部
門

間
連
携
に
よ
る
営
農
生
産
業
務
の
機
能
発
揮
と
Ｄ
Ｘ（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
展
開
に
よ
る
効

率
的
な
推
進
体
制
を
深
化
さ
せ
、
次
期
中
期
3
か
年
計
画

の
礎
と
す
る
。

３�

．
生
産
事
業
に
お
い
て
は
農
業
基
盤
維
持
拡
大
の
た
め
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
生
産
促
進
を
は
じ
め
気
象

災
害
に
対
す
る
営
農
技
術
等
の
提
案
に
よ
る
安
定
生
産
を

は
か
る
と
と
も
に
、
信
州
産
農
畜
産
物
の
販
売
力
強
化
と

高
騰
す
る
資
材
コ
ス
ト
の
抑
制
を
す
す
め
る
。
生
活
事
業

に
お
い
て
は
、
事
業
分
野
の
選
択
と
集
中
に
よ
る
生
活
支

援
強
化
を
は
か
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
充
実
に
取
り
組
む
。

４�

．
県
本
部
総
合
経
営
管
理
の
堅
持
な
ら
び
に
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
態
勢
の
推
進
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
経

営
基
盤
確
立
を
す
す
め
、
県
域
結
集
の
拡
大
と
成
果
を
得

る
県
本
部
の
運
営
を
行
な
う
。

Ⅱ
．
機
構
・
分
掌
の
主
な
変
更
内
容

１�

．
今
次
中
期
3
か
年
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
計
画
必

達
を
最
優
先
し
機
構
変
更
は
実
施
し
な
い
。

　

�　
た
だ
し
、
次
期
中
期
3
か
年
計
画
策
定
の
年
度
で
も
あ

る
た
め
、
Ｊ
Ａ
営
農
経
済
事
業
の
発
展
に
資
す
る
体
制
の

協
議
検
討
を
重
ね
、
会
員
Ｊ
Ａ
・
組
合
員
の
負
託
に
応
え

得
る
次
期
機
構
を
構
築
す
る
。

人
事
異
動

全
農
長
野
県
本
部（
令
和
６
年
３
月
８
日
付
）

〈
副
本
部
長
〉

▽
長
野
県
本
部
長
付

	

（
副
本
部
長〈
営
農・販
売
事
業
部
門
担
当
〉）長
谷
川　
孝
治

▽
副
本
部
長〈
企
画・管
理・畜
酪・生
活
〉

	

（
副
本
部
長〈
管
理・購
買
事
業
部
門
担
当
〉）髙
木　
昭
彦

▽
副
本
部
長〈
営
農・生
産
販
売・生
産
購
買
〉

	

（
生
産
振
興
部
長
兼
担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー
長
）根
津　
彰
寛

〈
部
長
級
〉

▽
業
務
点
検・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部

	

（
畜
産
酪
農
部
付
）西
澤　
孝
典

▽
総
合
企
画
部
長

	

（
総
合
企
画
部
副
部
長
兼
改
革
推
進・企
画
課
長
）小
池　
経
夫

▽
管
理
部
長	

（
中
信
事
業
所
長
）安
武　
裕
高

▽
生
産
振
興
部
長
兼
担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー
長

	

（
生
産
販
売
部
副
部
長
兼
営
業
課
長
）小
林　
博

▽
生
産
販
売
部
長	

（
東
京
販
売
事
務
所
長
）小
原　
和
博

▽
東
信
事
業
所
長	

（
大
阪
販
売
事
務
所
長
）手
島　
英
雄

▽
東
信
事
業
所
営
農
資
材
課	

（
東
信
事
業
所
長
）由
井　
正
明

▽
中
信
事
業
所
長	

（
北
信
事
業
所
次
長
兼
生
産
販
売
課
長
）壬
生　
親

▽
北
信
事
業
所
長	
（
南
信
事
業
所
次
長
兼
生
産
販
売
課
長
）大
森　
秀
幸

▽
法
務・リ
ス
ク
管
理
統
括
部
グ
ル
ー
プ
監
査
役
室

	

（
北
信
事
業
所
長
）小
林　
正
明

▽
総
合
企
画
部
付	

（
生
産
販
売
部
長
）竜
野　
竜

▽
畜
産
酪
農
部
付	

（
総
合
企
画
部
長
）青
木　
澄
人

▽
生
活
部
付	

（
管
理
部
長
）依
田　
稔

〈
副
部
長
級
〉

▽
総
合
企
画
部
副
部
長
兼
改
革
推
進・企
画
課
長

	

（
生
活
部
燃
料・ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長
）川
手　
秀
樹

▽
管
理
部
副
部
長
兼
人
事
課
長

	

（
管
理
部
副
部
長
兼
経
理
課
長
）山
田　
茂

▽
生
産
販
売
部
副
部
長
兼
果
実
花
き
課
長

	

（
生
産
販
売
部
果
実
花
き
課
長
）小
林　
強

令和６年度 機構・分掌・要員について

▽
生
産
販
売
部
副
部
長
兼
営
業
課
長

	

（
名
古
屋
販
売
事
務
所
次
長
）池
田　
吉
隆

▽
生
産
購
買
部
副
部
長
兼
生
産
資
材
課
長

	

（
生
産
購
買
部
生
産
資
材
課
長
）青
木　
哲
也

▽
畜
産
酪
農
部
副
部
長
兼
畜
産
酪
農
課
長

	

（
畜
産
酪
農
部
畜
産
酪
農
課
長
）小
林　
智
一
郎

▽
生
活
部
副
部
長
兼
燃
料・ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

	

（
管
理
部
副
部
長
兼
人
事
課
長
）小
池　
英
樹

▽
生
活
部
副
部
長
兼
S
S
協
同
経
営
課
長

	

（
生
活
部
S
S
協
同
経
営
課
長
）黒
澤　
雅
俊

▽
南
信
事
業
所
次
長
兼
生
活
課
長	

（
南
信
事
業
所
生
活
課
長
）鷹
野　
毅

▽
中
信
事
業
所
次
長
兼
生
産
販
売
課
長

	

（
東
信
事
業
所
次
長
兼
営
農
資
材
課
長
）三
澤　
謙
一

▽
北
信
事
業
所
次
長
兼
生
活
課
長

	

（
中
信
事
業
所
次
長
兼
生
活
課
長
）平
澤　
英
人

▽
東
京
販
売
事
務
所
長	

（
生
産
販
売
部
野
菜
き
の
こ
課
長
）古
越　
悟

▽
大
阪
販
売
事
務
所
長	

（
東
信
事
業
所
野
辺
山
駐
在
所
長
）上
市　
康
宏

〈
課
長
級
〉

▽
管
理
部
経
理
課
長	

（
東
信
事
業
所
生
活
課
長
）藤
澤　
孝
彦

▽
生
産
振
興
部
生
産
振
興
課
野
菜
種
苗
セ
ン
タ
ー
長

	

（
長
野
販
売
事
務
所
長
）北
原　
秀
樹

▽
生
産
販
売
部
野
菜
き
の
こ
課
長

	

（
生
産
販
売
部
野
菜
き
の
こ
課
長
代
理
）土
屋　
雄
一

▽
畜
産
酪
農
部
畜
産
酪
農
課
松
本
肉
畜
販
売
所
長

	

（
畜
産
酪
農
部
畜
産
酪
農
課
三
岳
牧
場
長
）川
合　
明
彦

▽
東
信
事
業
所
野
辺
山
駐
在
所
長

	

（
生
産
販
売
部
果
実
花
き
課
長
代
理
）北
村　
真
一

▽
東
信
事
業
所
営
農
資
材
課
長

	

（
生
産
購
買
部
生
産
資
材
課
資
材
店
舗
グ
ル
ー
プ
長
）小
林　
且
明

▽
東
信
事
業
所
生
活
課
長	

（
管
理
部
経
理
課
長
代
理
）町
井　
文
枝

▽
南
信
事
業
所
生
産
販
売
課
長

	

（
中
信
事
業
所
生
産
販
売
課
長
代
理
）梅
澤　
理
恵

▽
中
信
事
業
所
生
活
課
長	

（
北
信
事
業
所
生
活
課
長
）野
澤　
剛
士

▽
北
信
事
業
所
生
産
販
売
課
長

	

（
中
信
事
業
所
生
産
販
売
課
長
）岡
村　
隼
人

▽
長
野
販
売
事
務
所
長

	

（
生
産
振
興
部
生
産
振
興
課
野
菜
種
苗
セ
ン
タ
ー
長
）小
口　
敏
樹
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令和6年度 全農長野県本部機構図

協同経営農業機械センター

総合企画部

管　理　部

生産振興部

担い手推進
センター

業務点検・
コンプライアンス部

生産販売部

生　活　部

南信事業所

県本部運営委員会

生産購買部

畜産酪農部

人事課

経理課

総務広報課

ＤＸ推進課

改革推進・企画課

SS協同経営課

生活課

燃料・ホームエネルギー課

生産振興課

県本部長

副本部長

東信事業所

北信事業所

米穀課

販売流通企画課

果実花き課

営業課

中信事業所

農機協同経営グループ
農業機械部品センター

堀金農業機械整備センター
丸子農業機械整備センター

施設住宅課中南信駐在

三岳牧場
八ヶ岳牧場

LPガス監視センター

南信生産資材物流センター

中信生産資材物流センター

北信生産資材物流センター

東信生産資材物流センター

ミルクステーション
（あさま、伊那、あづみ野、北信）

南信ブロック・中信ブロック・
北信ブロック

SS協同経営店舗

野菜種苗センター

資材店舗グループ

畜産酪農課

大阪販売事務所

東京販売事務所

名古屋販売事務所

福岡販売事務所

長野販売事務所

野菜きのこ課

生産資材課

農業機械課

包装資材課

施設住宅課
（全農長野一級建築士事務所）

東北信検査室
中南信検査室

松本肉畜販売所
SPF豚繁殖センター
中央家畜市場

生産販売課
野辺山駐在所
営農資材課
生活課

生活課

生産販売課
営農資材課

生活課

生産販売課
営農資材課

生活課

生産販売課
営農資材課

生活課松本駐在

JA中信畜産酪農営農センター
JA北信畜産酪農営農センター
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信
州
の
春
は
雪
割
福
寿
草
に
始
ま
り
、あ

ん
ず
に
桜
、花
桃
や
菜
の
花
な
ど
、彩
鮮
や

か
で
す
。そ
ん
な
季
節
の
中
、新
年
度
が
始

ま
り
ま
す
。長
野
県
本
部
は
長
谷
川
新
本

部
長
の
も
と
、令
和
６
年
度
事
業
計
画
供

給
販
売
高
を
２
，７
０
６
億
円
と
し
、県
域

結
集
の
拡
大
と
結
集
成
果
の
Ｊ
Ａ・
組
合
員

へ
の
還
元
を
す
す
め
て
参
り
ま
す
。

　

地
政
学
的
リ
ス
ク
の
高
ま
り
や
自
然
災

害
の
頻
発
・
激
甚
化
な
ど
依
然
と
し
て
厳
し

い
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、一
方
で
日
経
平
均

株
価
は
2
月
25
日
に
バ
ブ
ル
の
絶
頂
期
に

つ
け
た
史
上
最
高
値
を
更
新
し
、3
月
4

日
に
は
初
の
4
万
円
を
突
破
し
た
こ
と
で
、

経
済
界
で
は
「
日
本
が
成
長
と
分
配
の
好

循
環
に
動
き
出
し
た
」
と
歓
迎
ム
ー
ド
に

あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
実
体
経
済
の
伸
長
如
何
に
よ
る

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、バ
ブ
ル
以
降
長

期
停
滞
し
て
き
た
日
本
経
済
に
と
っ
て
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
代
の
潮
流
に
遅
れ
る
こ
と

な
く
、新
た
な
高
み
を
目
指
し
、会
員
Ｊ
Ａ

の
結
集
の
も
と
、職
員
一
同
粘
り
強
く
努
力

し
、大
き
な
成
果
を
生
み
出
す
こ
と
を
確
信

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
、私

た
ち
の
可
能
性
は

無
限
大
で
す
。共
に

新
年
度
の
目
標
に

向
け
て
歩
ん
で
参

り
ま
し
ょ
う
。

�

（
I
）

令和5年度２月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

（単位：百万円、％）

区分
部門 実　績 計画比 前年比

生 産 振 興 課 0 0 0 

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 153 92 99 

生 産 振 興 部 計 153 92 89 

米 穀 15,786 97 106 

果 実 花 き 48,348 106 104 

野 菜 き の こ 69,955 93 107 

営 業 13,862 90 105 

生 産 販 売 部 計 147,951 97 105 

包 装 資 材 8,227 99 105 

生 産 資 材 9,432 100 84 

農 業 機 械 4,988 92 98 

施 設 住 宅 6,916 129 112 

生 産 購 買 部 計 29,563 104 98 

畜 産 酪 農 29,452 102 104 

三 岳 牧 場 260 103 114 

SPF 繁 殖 セ ン タ ー 260 92 99 

八 ヶ 岳 牧 場 250 109 133 

畜 産 酪 農 部 計 30,221 102 104 

燃料・ホームエネルギー 24,900 98 97 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 7,122 110 102 

生 活 8,316 105 100 

生 活 部 計 40,339 101 99 

長 野 県 本 部 計 248,100 99 103 
（内部販売高含む）

編 

集 

後 

記

4月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

4/24（水）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

農業機械課

グリーンレーダー
WEB版はこちら

グリーンレーダー
X（旧ツイッター）はこちら

がっつり美味しい！
アスパラたっぷり豚丼

①�アスパラガスは根元を2cm程切り、斜め切りにする。玉ねぎ
は5mm程の厚さに切り、耐熱容器に入れてラップをし、レン
ジに２分（600W）かける。豚ロース肉は食べやすい大きさに
切り、片栗粉をまぶす。
②�フライパンにサラダ油大さじ１を入れてアスパラガスを炒め、
塩をふってお皿に取り出しておく。
③�フライパンにサラダ油大さじ１を足して豚肉を炒め、色が変
わったら玉ねぎを加え炒め合わせ、合わせておいた【A】を加
えてとろみがつくまで炒める。
④�どんぶりにご飯をよそい③を盛って山椒を振りかけ、②のア
スパラガスを盛り付ける。お好みで紅生姜を添える。

■材料（２人分）
【A】
・しょうゆ� 大さじ２
・酒� 大さじ２
・みりん� 大さじ２
・砂糖� 大さじ１
・黒酢または酢� 小さじ２

・アスパラガス� ６本
・豚ロース肉� 200g
・玉ねぎ� 1/2個

・片栗粉� 大さじ１
・サラダ油� 大さじ２
・ご飯� ２膳分
・塩� 少々
・山椒� 適宜
・紅生姜� お好みで
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JA 全農長野ホームページ� https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� https://www.ja-town.com
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